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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年１１月 ４日（火）  

 

２ 確認箇所 

・使用済燃料乾式キャスク仮保管設備（図１） 

 

３ 確認項目 

・使用済燃料乾式キャスク仮保管設備増設工事の状況 

 

４ 確認結果の概要 

東京電力では、各原子炉建屋の使用済燃料プールで保管している使用済燃

料について、より安全性の高い共用プールにおいて集中管理するため、各使

用済燃料プールから共用プールへの移送を進めている。一方、共用プールで

は保管容量を確保するため、十分に冷却が進んだ使用済燃料を乾式キャスク

（１基あたり使用済燃料を６９体収納可能）に装填し、構内の使用済燃料乾

式キャスク仮保管設備（以下「仮保管設備」という。）に移送し保管してい

る。しかし、現在の仮保管設備では想定する保管容量に満たないため、令和

５年２月に保管容量を３０基増設する工事が開始された。増設される箇所の

運用開始は、令和８年１０月頃の見込みとなっている。なお、仮保管設備の

保管容量は令和７年７月末時点で、上限（６５基）に達している。 

仮保管設備敷地東側の増設箇所では、工事が現在も継続中であることか

ら、その進捗状況を確認した。（前回確認：令和７年８月１日） 

・ 仮保管設備増設箇所におけるコンクリート基礎の配筋作業は、ほぼ完了

していた。また、北側部分（第１、第２レーン）においては、コンクリ

ートの打設が完了し、地面からの立ち上がり擁壁部の確認作業が行われ

ていた。（写真１） 

・ 工事に使用する資材は、ワイヤー等で固縛され、整理された状態で保管

されてあった。（写真２） 

・ 仮保管設備敷地増設箇所の最南端（第４レーン）においては、組み上が

った配筋部分に専用車から引き込まれたホースにより、コンクリートを

流し込む作業が行われていた。（写真３） 

・ 確認した範囲において、不適切な管理箇所はなかった。 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/708153.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

（写真１-１）コンクリート打設の状況①南側 （写真１-２）コンクリート打設の状況② 

（写真１-３）コンクリート打設の状況①北側 （写真１-４）コンクリート立ち上がり部分 
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（写真２）工事用資材の仮置き状況 （写真３）専用車でのコンクリート注入 

 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常値は確認されなかった。 

資機材 


